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■2019 年度の事業報告及び決算報告について 

 

2019 年度 事業報告 

＜自 2019 年 4 月 1 日 至 2020 年 3 月 31 日＞ 

                                    

 2019 年度は、9 月 13 日（金）に研究奨励賞選考委員会を開催し、9 名の推薦者の中から研究

奨励賞特別賞（石田實賞）贈呈者 1 名と研究奨励賞贈呈者 7 名を選出しました。11 月 8 日（金）

開催の研究奨励賞贈呈式・研究発表会では、研究奨励賞特別賞（石田實賞）を受賞された東北大学

電気通信研究所准教授の吉田真人先生に賞金 100 万円と副賞の楯を、東北大大学院工学研究科の松

田信幸准教授他 6 名の先生方には 50 万円の賞金と副賞の楯を贈呈致しました。 

これにより、1989 年度の財団創設時より 2019 年度までの助成件数は 235 件、賞金額の合計

は 130,100,000 円となりました。 

ここに、あらためて、宮城県および関係企業の皆々様、そして財団理事、監事、評議員の方々の

お力添え、ご厚情に感謝申し上げます。 

2019 年度の事業概要は次の通りです。 

Ⅰ．財団行事 

 1．2019 年５月 17 日（金）  

第１9 回 理事会 午後６時～ 於：仙台ガーデンパレス 

     第 1 号議案 2018 年度決算について＜承認＞ 

     第 2 号議案 次期役員および評議員の推薦 

     その他  

  

2．2019 年 6 月 7 日（金） 

    第１6 回 評議員会 午後 6 時～ 於：仙台ガーデンパレス 

     第 1 号議案 2018 年度決算について＜決議＞ 

     第 2 号議案 次期役員および評議員の選出 

     その他 

    第 20 回 理事会 

第 1 号議案 理事長、常務理事の選出 

     その他 

 

3．2019 年 ６月末～   

    研究奨励賞推薦依頼開始 

 

4．2019 年 ９月 13 日（金）  

研究奨励賞選考委員会 午後３時～ 於：東北大学電気通信研究所本館 6 階 中会議室 
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5．2019 年 11 月 8 日（金） 

研究奨励賞発表会・贈呈式 午後１時～午後５時 

懇親会          午後 5 時３０分～ 

 

6．2020 年３月 13 日（金） 

第 2１回 理事会  午後６時～ 

 第 1 号議案 2020 年度スケジュール 

その他       2019 年度仮決算報告他 

 

第 17 回 評議員会 午後６時～ 

第 1 号議案 2020 年度スケジュール 

その他       2019 年度仮決算報告他 

 

 

Ⅱ．試験研究支援事業 

    先述の通り、宮城県内の大学、高等専門学校等に対し研究奨励賞候補者の推薦を依頼

したところ 9 名の推薦があり、9 月 13 日に開催された研究奨励賞選考委員会での審

議の結果、8 件の研究が採択されました。＜Ｐ4.資料-1＞ 

採択されたこの 8 件の研究の中から、東北大学電気通信研究所准教授の吉田真人先生 

が、研究奨励賞特別賞（石田實賞）に選出されました。 
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2019 年度研究奨励賞受賞者                       資料-1 

 

Ⅲ．試験研究設備設置事業   

本年度はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東北大学大学院工学研究科通信工学専攻

准教授　松田　信幸 先生

東北大学大学院工学研究科電子工学専攻

准教授　岡田　健　先生

ゼロサプレス型二分決定図を用いたグラフ列挙に関する研究

東北大学大学院情報科学研究科システム情報科学専攻

准教授　吉仲　亮　先生

東北学院大学教養学部情報科学科

准教授　村上　弘志　先生

仙台高等専門学校総合工学科

准教授　長谷部　一気　先生

東北大学電気通信研究所

准教授　吉田　真人　先生

東北学院大学工学部情報基盤工学科

准教授　物部　寛太郎　先生

物語構造のある映像の自動要約技術に関する研究

東北工業大学工学部情報通信工学科

准教授　井上　雅史　先生

双曲四元数幾何に基づく量子情報、光学の理論的枠組の拡張に関する研究

デジタルコヒーレントQAM伝送に関する研究

GISを用いた空間情報の可視化による地域防災支援に関する研究

光を用いた量子情報通信技術の高度化に関する研究

2次元半導体シートと液相界面の新規動電現象の発現・機構解明と発電デバイスの開発に関する研究

X線CCD検出器のイベント抽出および駆動法の改良による性能向上に関する研究
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Ⅳ．講演会開催事業 

  研究奨励賞贈呈者による研究発表会の開催 

   2019 年度試験研究支援事業における研究奨励賞贈呈者による研究発表会を、同年度の主事

業と位置付け、次の通り開催しました。 

 

     開催日  2019 年 11 月 8 日（金） 

     会 場  東北大学工学部青葉記念会館 大研修室（401） 

      

来 賓  東北大学大学院工学研究科長工学部長       長坂 徹也 先生 

東北大学大学院情報科学研究科研究科長      中尾 光之 先生 

東北学院大学工学部工学部長           中沢 正利 先生 

東北学院大学教養学部情報科学科前情報科学科長 松尾 行雄 先生 

東北工業大学工学部工学部長           小林 正樹 先生 

仙台高等専門学校校長              福村 裕史 先生 

 

   研究奨励賞贈呈者による発表内容につきましては、上記Ⅱの試験研究支援事業と同じ内容と 

なります。 

 

Ⅴ ．決算報告 

2019 年度の決算報告をさせて頂きます。 

貸借対照表＜P.7 資料-2＞正味財産増減計算書＜P.9 資料-4＞をベースに説明させて頂きま 

す。 

まず、貸借対照表から説明をさせて頂きます。 

2．固定資産ですが、21-2 北海道公債（額面 60，000，000 円）及び大阪市 21 年度

第 3 回公募公債（額面 20，000，000 円）の満期償還と定期預金 18，000，000 円の

解約によって得られた 98，000，000 円を元手に、より利回りのよい金融資産の獲得を目

指して資産の運用を行いました。 

この結果、2018 度比で、投資有価証券（国債・地方債）は、―80，685，300 円、定

期預金―18，000，000 円、金銭信託＋50，000，000 円、投資信託（積立）＋8，275，

785 円、投資信託（私募投信）＋2，323，253 円、投資有価証券（株式）＋22，197，

700 円、普通預金＋12，948，968、投資信託口座＋3，683，644 円となり固定資産は

707，843 円増加し、1．流動資産と合わせた一般正味財産増加額は 744，050 円増加の

192，076，053 円となりました。 

一般正味財産がプラスとなった要因は、保有している株の価格が 2018 年度より大幅に増

加したことによるものです。 
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続きまして、正味財産増減計算書＜P.9 資料-4、P.10 資料-5＞につきまして説明をさせ

て頂きます。 

2019 年度は、21-2 北海道公債（額面 6，000 万円）及び大阪市 21 年度第 3 回公募公

債（額面 2，000 万円）が上期中に満期を迎え、これまで年 2 回あった利金の受け取りが年

1 回となったこと、受取配当金が減少したことなどにより経常収益は 2018 度比―2，060，

299 円の 914，704 円となりました。 

経常費用の変動を少し詳しく見てみますと、2019 年度の（2）経常費用①事業費の講演

会開催及び後援支援事費、産学官交流事業費は、創立 30 周年記念式を実施した 2018 年に

比べ費用を抑えられたので各々―464，781 円、―106，619 円減少しました。 

また、2019 年度は研究奨励賞贈呈者が 7 名から 8 名に 1 名増加したことにより奨励賞

金が＋565，400 円、創立 30 周年記念誌発行による②管理費の公告宣伝費が＋1，095，

852 円、役員改選に伴う会議増により役員報酬、会議費が各々＋120，000 円，＋123，

445 円となったことなどにより経常費用は最終的に 1，473，497 円増の 8，845，736

円となりました。  

これにより、経常収支は（914，704 円―8，845，736 円）＝―7，931，032 円と

なりましたが、前述の評価益が 8，675，082 円あったことから、最終収益は（8，675，

082 円―7，931，032 円）＝744，050 円となりました。 

評価益の内訳につきましては、2019 年度投資有価証券評価損益について＜P.8 資料-3＞

を、財産目録等の資料につきましては＜P.11 資料-6～P.13 資料-8＞ご参照下さい。 

また、決算報告にかかる内部監査報告書は P.14 資料-9，外部監査報告書は P.15～16 

資料-10）となっております。 
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当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ資産の部

１．流動資産

現金預金

現金 21,339 2,121 19,218

普通預金A 3,983,441 3,663,525 319,916

普通預金B 124,685 50,332 74,353

普通預金C 7 7 0

預金 0 62,388 △ 62,388

800,000 800,000 0

仮払金　 153,621 468,513 △ 314,892

流動資産　合計 5,083,093 5,046,886 36,207

２．固定資産

(1) 基本財産

普通預金（三菱UFJ信託） 12,948,968 0 12,948,968

3,683,644 0 3,683,644

金銭信託　 50,000,000 0 50,000,000

定期預金　 0 18,000,000 △ 18,000,000

投資信託（積立） 32,389,659 24,113,874 8,275,785

投資信託 （私募投信） 2,323,253 0 2,323,253

投資有価証券（国債・地方債） 17,497,500 98,182,800 △ 80,685,300

投資有価証券（株式） 68,181,700 45,984,000 22,197,700

基本財産　合計 187,024,724 186,280,674 744,050

(2) その他の固定資産

工具・器具 40,236 76,443 △ 36,207

その他の固定資産　合計 40,236 76,443 △ 36,207

固定資産合計 187,064,960 186,357,117 707,843

資産合計 192,148,053 191,404,003 744,050

Ⅱ 負債の部

未払法人税等 72,000 72,000 0

負債合計 72,000 72,000 0

Ⅲ 正味財産の部

一般正味財産 192,076,053 191,332,003 744,050

（うち基本財産への充当額） （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

負債及び正味財産合計 192,148,053 191,404,003 744,050

科      目

貸 借 対 照 表
2019年4月1日から2020年3月31日まで

 （単位：円）

投資信託口座

投資信託口座

資料－２ 
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勘定元帳9-3　投資有価証券評価益 金額（円） 勘定元帳9-4　投資有価証券評価損 金額（円）

大井電気株式会社株式 12,987,000 第144回20年国債(1.5% 満期　平成43年3月20日) 433,500

花王株式　 114,206 ダイキン株式　 266,141

村田製作所　 158,813

伊藤忠株式　 188,640

三井物産株式　 131,128

三菱商事　 175,140

世界経済インデックスファンド（楽天証券）　 870,993

三井・住友・DC年金ﾊﾞﾗンス50（楽天証券） 491,302

野村インデックスファンド内外資産バランス（SBI証券） 1,161,920

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ﾌﾗﾝﾁｬｲｽﾞ･ﾌｧﾝﾄﾞM(一般投資家私募) 296,747

小計 4,174,324

勘定元帳9-5　投資有価証券償還損 金額（円）

21-2北海道公債 162,000

大阪市平成21年度第3回 89,800

小計 251,800

合計 13,101,206 合計 4,426,124

評価損益計 8,675,082

2019年度　投資有価証券評価損益について

資料－3 
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科      目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ 一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

　（１）経常収益

　　 ① 基本財産運用益 （ 910,273 ） （ 2,974,926 ） （ △ 2,064,653 ）

基本財産受取利息 549,373 1,594,926 △ 1,045,553

基本財産受取配当金 360,900 1,380,000 △ 1,019,100

② 受取寄付金 （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

受取寄付金 0 0 0

③ 雑収益 （ 4,431 ） （ 77 ） （ 4,354 ）

受取利息 231 77 154

雑収入 4,200 0 4,200

経常収益計 914,704 2,975,003 △ 2,060,299

　（２）経常費用

　　　①　事業費 （ 5,743,322 ） （ 5,718,328 ） （ 24,994 ）

・ 試験研究支援事業費 （ 5,120,010 ） （ 4,523,616 ） （ 596,394 ）

奨励賞金 4,830,000 4,264,600 565,400

役員報酬 140,000 120,000 20,000

旅費交通費 35,000 30,000 5,000

試験研究支援事業費支出(雑支出) 115,010 109,016 5,994

・ 講演会開催及び後援事業費 （ 493,312 ） （ 958,093 ） （ △ 464,781 ）

諸謝金 0 0 0

役員報酬 160,000 140,000 20,000

旅費交通費 61,500 197,820 △ 136,320

会場諸費 247,670 335,841 △ 88,171

負担金支出 0 0 0

雑費 24,142 284,432 △ 260,290

・ 産学官交流事業費 （ 130,000 ） （ 236,619 ） （ △ 106,619 ）

寄附金 130,000 236,619 △ 106,619

雑費 0 0 0

　　　② 管理費 （ 3,102,414 ） （ 1,653,911 ） （ 1,448,503 ）

役員報酬 360,000 240,000 120,000

会議費 402,690 279,245 123,445

旅費交通費 273,920 156,313 117,607

通信費 114,366 87,455 26,911

事務用消耗品費 107,433 106,814 619

広告宣伝費 1,376,292 280,440 1,095,852

雑費 42,003 17,810 24,193

支払手数料 316,303 373,877 △ 57,574

法人税等 72,000 72,000 0

減価償却 36,207 36,207 0

租税公課 1,200 3,750 △ 2,550

経常費用計 8,845,736 7,372,239 1,473,497

△ 7,931,032 △ 4,397,236 △ 3,533,796

8,675,082 △ 31,425,098 40,100,180

評価損益等計 8,675,082 △ 31,425,098 40,100,180

744,050 △ 35,822,334 36,566,384

２．経常外増減の部

　（1）経常外収益

0 0 0

　（2）経常外費用

0 0 0

0 0 0

当期一般正味財産増減額 744,050 △ 35,822,334 36,566,384

一般正味財産期首残高 191,332,003 227,154,337 △ 35,822,334

一般正味財産期末残高 192,076,053 191,332,003 744,050

Ⅱ 正味財産期末残高 192,076,053 191,332,003 744,050

※ 13,101,206

投資有価証券評価損 4,174,324

投資有価証券償還損 251,800

評価損益等計 8,675,082

資料-3-1

正味財産増減計算書

投資有価証券評価益

当期経常外増減額

　経常外収益計

　経常外費用計

2019年4月１日から2020年3月31日まで

（単位：円）

　評価損益等調整前当期経常増減額

基本財産評価損益等

　　　  当期経常増減計

資料－4 
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科      目 金      額

１．流動資産
　現金預金

現金 現金手元有高 21,339
普通預金 3,983,441
普通預金 124,685
普通預金 7
預金 0
投資信託口座 800,000
仮払金6 (受取利息配当金の源泉所得税他) 153,621

現金預金　合計 5,083,093
流動資産　合計 5,083,093

２．固定資産
（１）基本財産

現金預金
普通預金 12,948,968
投資信託口座 3,683,644

現金預金計 16,632,612

投資有価証券（国債・地方債）
国債　      第144回20年国債 17,497,500
    (期間２０年　年利１．５％、満期H43年3月20日)

債券計 17,497,500

投資有価証券（株式）
2,250,000

56,721,000
C 1,766,000
D 2,634,000
E 902,100
F 1,145,750
G 1,641,600
H 1,121,250

株式計 68,181,700

投資信託（株式積立）
A 11,026,264
B 10,740,848
C 10,622,547
投資信託（私募投信）
A 2,323,253

投資信託計 34,712,912

金銭信託
A 50,000,000

金銭信託計 50,000,000

基本財産　合計 187,024,724

（２）その他の固定資産
工具・器具 測定器他計7点 40,236

その他の固定資産  合計

固定資産合計 187,064,960
資産合計 192,148,053

Ⅱ．負債の部
１．流動負債
　　未払法人税等 72,000

流動負債合計 72,000
負債合計 72,000

正味財産合計 192,076,053

B

　2020年3月31日現在

財産目録

Ⅰ.資産の部

（単位：円）

A

資料－6 
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1 重要な会計方針

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法について

その他の有価証券

　時価のあるもの ・・・時価法を採用している。

　時価のないもの ・・・原価法を採用している。

（２） 固定資産の減価償却について

工具・器具・・・・・・・・・・・・・・定額法による減価償却を実施している。

（３） 消費税等の会計処理・・・税込方式を採用している。

2 基本財産の増減額及びその残高は次の通りである。 単位：円

前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

現金預金 0 16,632,612 0 16,632,612

98,182,800 0 80,685,300 17,497,500

24,113,874 13,420,000 2,820,962 34,712,912

45,984,000 23,117,562 919,862 68,181,700

0 50,000,000 0 50,000,000

定期預金 18,000,000 0 18,000,000 0

合　計 186,280,674 103,170,174 102,426,124 187,024,724

3 基本財産の財源等の内訳は次の通りである。

（うち指定正味財産 （うち一般正味財産 （うち負債に対応

からの充当額） からの充当額） する額）

現金預金 16,632,612 0 16,632,612 0

17,497,500 0 17,497,500 0

34,712,912 0 34,712,912 0

68,181,700 0 68,181,700 0

50,000,000 0 50,000,000 0

合　計 187,024,724 0 187,024,724 0

4 固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次の通りである。 単位：円

取得価額 減価償却累計額 当期末残高

工具・器具 6,350,875 6,310,639 40,236

6,350,875 6,310,639 40,236

5
（１）

（２）

（３）

②市場リスクの管理
株式については、時価を定期的に把握し、理事会に報告する。
投資信託については、関連する市場の動向を把握し、運用状況を理事会に報告する。

ている。
金融商品の内容及びリスクリスクに係る管理体制
①信用リスクの管理
債券については、発行体の状況を定期的に把握し、理事会に報告する。
投資信託については、関連する市場の動向を把握し、運用状況を理事会に報告する。

金融商品に対する取組方針
当法人は、公益目的事業の財源の相当部分を運用益によって賄うため、債券、株式、投資信託により
資産運用する。なお、デリバティブ取引は行わない方針である。
金融商品の内容及びリスク
投資有価証券は、債券、株式、投資信託であり、発行対の信用リスク、市場価格のリスクにさらされ

投資有価証券(株式)

投資有価証券(投資信託)

金銭信託

金銭信託

金融商品の状況に関して

資料-5

科  目

合  計

財務諸表に対する注記

科  目 当期末残高

科  目

投資有価証券(株式)

投資有価証券(債券)

基本財産

基本財産

単位：円

投資有価証券(債券)

投資有価証券(投資信託)
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1 基本財産及び特定資産の明細

財務諸表に対する注記２に記載のとおりである。

2 引当金の明細

該当なし。

付属明細書

資料-6 資料－8 
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Ⅵ ．監査報告 
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■一般財団法人石田實記念財団 理事・監事・評議員名簿 

 

以上 

一般財団法人石田實記念財団　役員および評議員（2019年度） 　　　　  

役職名
現職

≪2019年6月30日現在≫

1 理事長 根元 義章
・東北大学名誉教授
・国立研究開発法人　情報通信研究機構耐災害ICT研究センター
　統括特別研究員

2 常務理事 米谷 恭児 　大井電気株式会社第三営業本部副本部長 兼同本部営業１部長

3 理事 澤谷 邦男 　東北大学名誉教授

4 理事 鈴木 陽一
・東北大学名誉教授
・国立研究開発法人　情報通信研究機構耐災害ICT研究センター長

5 理事 石田 甲 　大井電気株式会社　代表取締役社長

6 理事 金井 義和 　日本ﾌｨｰﾙﾄﾞ・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社　代表取締役社長

7 理事 冨田 雄介 　岩田合同法律事務所　弁護士

8 監事 川又 政征 　東北大学大学院工学研究科電子工学専攻　教授

9 監事 飯嶋 正光 　三菱UFJ信託銀行株式会社　仙台支店長

10 評議員 上杉 直
・東北工業大学名誉教授
・東北工業大学シニアアドバイザー

11 評議員 田中 繁寛 　大井電気株式会社　常務取締役　管理統括

12 評議員 長瀬 平明 　大井電気株式会社　常務取締役　仙台研究開発センター長

13 評議員 伊藤 努

・東北大学　未来科学技術共同研究センター（NICHe）
　文部科学省地域イノベーション・エコシステム
　形成プログラム　事業プロデューサー　特任教授（客員）

・国立研究開発法人　産業技術総合研究所
　東北センター　シニアマネージャー

事務局 桜井 康二   大井電気株式会社　仙台研究開発センター総務G

氏名
(敬称略)


